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追悼：河部利夫先生－地域研究（Area Studies）の開拓者

心の中にいつも残っている
存在でありながら、 このとこ
ろご無礼していた河剖碍lj夫先
生が、 本年但011年）3月9
目、療養中の病院で逝去され
たとのお知らせをご令販の河
剖硲子様から頂戴した。 享年
満94歳であられたとのこと
である。 謹んでご冥福をお祈
りい存したし冶

来ムが1956年に東京外国語大学の中国科�6 部1婦
に入学したころ、 河部先生は歴史学・ 世界史の劉受
として、 精力的に授業に遁進されていた。 1955年に
インドネ、ンアのバンドンで聞かれた非同盟諸国によ
る第1 回アジア・ アフリカ会議の世界史的インパク
トが残っていて、先生も大変共lJ＼みされていただけに、
寸姥犠の酌担学や専修科目の世界史の授業では、
勃興するナショナリズムについての情繋駒な講義が
印象に残ってふる。 E·H·ヵーの『ナショナリズ
ムの発展的ationalism and After）�やノ、ンス・コ
ーンの『民脚力使命（τ'he Id伺of Nationalism）� 
といったナショナリズムについての古典的といって
も良し溝作を教えてくださったのも河部先生であっ
た。私は「附設の論理とナショナリズムjと題した卒
言紳淵主を河部先生のご指導で行うこととなり、 今か
ら想えぽ若気の至りのような論文を先生には丹念に
読んでいただいた。

阿部先生は、旧制第二高等学校を経て東北常国大
学文学部西洋史学科を卒業後、物l寺中に日夕イ交換
留学生としてタイ国チュラロンコーン大学に留学さ
れ、文割渚民族研甥庁の所員として中国の安東（現
在の遼寧省丹東）で綿践を迎えられた。 東北帝国大
学の西洋史の権威・大類伸教授の門下でありながら、

やがて東南アジアをフィーノレドとするアジア地域研
究に向かわれ、 最晩年には図｛門江（豆満？I)など中朝
国此地域の開発に却封寺をつながれたのも、そのよう
な河部先生の若き日の体験が作用していたのかもし
れなし、。
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東京外国語大学名誉教授

河部佐主が本 学併涼外国語大学）に関係される
ようになったのは、終戦直後の1945年、東部何E
専門学校シャム科助教授としてではなかったかと思
われる。 1949年5月に新制大学として東部Fト国語
大学がスタートした時点でfj$ト国語学剖助耕受であ
られたが、 やがて外国語学部のリーダー格の初受に
なられ、196 2 年からは教務補導部長ののち、196 4

年には初代の学生部長に就任された。やがて全国共
同利用研ヲ四？としてのアジア・アフリカ言語文イri/Vf
究所<AA司日が196 4年に東京外国語大学に�#lilさ
れると、その翌年、 河部先生は外国語学部からAA
研に移籍された。 AA研は日本学術会議による発議
のかたちをとって開設され、初代所長には世卿句な
民族学者の岡正雄先生が就任されたが、AA fiJ停没立
に到るまでの河部先生のご尽力は並大抵のものでは
なかったと窺っているので、 河部先生が1977年に
本学を退官されて名誉樹受になられるまでの問に

AA却Fの所長に就カれることのなかったことは、 大
変F主含、であったといえよう。

なぜなら、 河部先生は回顧録『歴史の転換を生き
てーこの日年』（到｜｜大学出坂部、1995年）など数
多い著作の中での名著『外国学ことはじめ』（問、

1989 年） に見られるように、 地域研究や外国学
<Foreign S加di白）の必要性と重要性をわが国で最

初に、そして一貫して主張されてきた学究であられ
たからである。そのことはFo児ignLむ1guagesでは
なくFo民ignS加di回の大学として発足した東京外
国語大学の縦長第一号（1951年）に河部先生が「地
域学についてJと題する力僧締法寄せられている
ことによっても明らかである。1992年に却M或砂防Eを
目指すで大判完博主課程（前期・後期） が地期改似VF
矧ヰとして新制大学で怯初めて来初咽語大学に設
立できたのも、 田中忠治氏臼窃汐ト国語大学名誉教
授）や中村平治氏（同） ら河部門下の先生方の地蛾
研究への親指があったからであるともいえよう。

なお、 阿部先生は東京外国語大学退官後、東京国
際次学国際空F桝教授に就任され、 同大学の名誉教授
としても活雌されていた。
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